
【別紙様式】   令和２年度教育指導の重点及び学校経営計画（高等学校版マニフェスト）  
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【教育方針】 

 「清流の国ぎふ」の未来を担う人材を、保護者、職員、地域の方々を含めオール岐阜で育成する。働き方改革を推進する。 

【教育目標】 

「商業教育」「部活動」「進路達成」への真摯な取り組みを通じてビジネスリーダーたる資質と気概を育み、予想困難な未来

をたくましく生き抜く力を身に付けた生徒を育成する。 

【育てたい生徒像】 

「実践力」「課題発見解決力」「創造力」「協働力」「社会適応力」を備えた生徒を育成する。 

教育指導の重点  

（今年度の具体的な重点目標） 
重点目標の達成に必要な具体的取組、方策 達成度の判断、判定基準あるいは評価指標  

１ 職業人的倫理観を高め、 

高度な専門性をもった生 

徒の育成に努める。 

「実践力」  

「課題発見解決力」  

「創造力」 

「協働力」 

「社会適応力」  

①取得する資格を精選し、必ず取得する資格を明確にする。また、高

度な専門性を身につけるために、体系的な指導を行うための工夫を

する。 

②全 て の 商 業 の 授 業 で ビ ジ ネ ス マ ナ ー 指 導 を 実 施 す る 。  

③探究型授業の導入及び(株)GIFUSHOの業務を通じて、主体的な活動

を推進する。 

❶全商簿記・全商電卓検定１級を３年間で、

全ての生徒が取得、２・３年生は、日商簿

記検定２級合格率60％、１年生は、日商簿

記３級合格率100％を達成することを目標

とする。 

❷❸授業アンケートにおいて、商業の科目が

「面白い・楽しい」と回答する生徒が90％

以上となることを目標とする。 

２ 教科指導は、学ぶことを

楽しみ、主体的な学びがで

きる生徒の育成に努める。 

 「創造力」 

 「課題発見解決力」  

「実践力」 

 

①身につけた知識を経済社会で実践する力（授業で学んだことを将来

に活かすことができる）＝「創造力」、「実践力」、「課題発見解

決力」を養うための授業改善を推進する。 

②授業アンケートから現状分析を行い、研修等を開催し、授業改善を

行う。また、ＩＣＴ環境を利用した授業を推進する。 

❶授業アンケートにおいて「授業が将来の役

に立つ内容である」と肯定的な回答をする

生徒が90％以上、「将来の進路決定に役立

つ内容である」と肯定的な回答をする生徒

が80％以上となることを目標とする。  

❷授業アンケートにおいて「授業が楽しい」

と肯定的な回答をする生徒が90％と以上と

なることを目標とする。 

 



３ 生徒指導は、社会の常識

やビジネスマナーの理解

をとおして、変化する社会

への適応力を身に付けさ

せるとともに、経済社会で

活躍するための協働力、実

践力を発揮できる生徒の

育成に努める。  

 「社会適応力」 

 「協働力」  

「実践力」  

①さまざまな社会的課題に対応していくため、校則や指導方法を検討

し改善する。（校則とビジネスマナーの研究と検証を行う。）  

②交通安全、情報モラル、いじめなどの問題に対し、未然に防ぐため

の指導を行うとともに、生徒の規範意識の向上を図る。 

 

 

❶校則が社会情勢にマッチしたものになって

いるかを、外部評価（保護者と生徒へのア

ンケート）により検証し、学校運営協議会

等で意見を伺い、改善に繋げる。 

❷いじめ迷惑調査などにより、実態を把握し

、早期発見・防止・撲滅を図る。 

４ 進路指導は、自己の将来

像を定め、その実現に向け

探究心・向上心を持って進

路実現を目指すことがで

きる人材の育成に努める。 

 「創造力」 

 「社会適応力」  

①継続的な学習習慣を身につけ、進路実現のために必要な知識・技術

を習得できるよう支援する。 

②生徒の適性を生かし、社会での役割や自己の在り方を考えて進路選

択・決定できるよう組織的な進路指導の充実に努める。 

③就業にかかわる体験的な学習や外部の教育力を活用した教育活動

等をとおして、望ましい職業観・勤労観の育成に努める。  

❶外部評価 (保護者と生徒へのアンケート）に

おける「生徒に適した進路情報を提供し、

生徒の可能性を引き出そうとしている」に

ついての項目が90％以上を目標とする。 

❷外部評価 (保護者と生徒へのアンケート）に

おける「生徒の将来に沿った具体的な進路

指導が行われている」についての項目が90

％以上を目標とする。 

❸生 徒 の 進 路 先 決 定 後 の 感 想 文 の 内 容

に よ り 検 証 す る  

５ 特別活動指導は、部活動

や生徒会活動をとおして

集団における所属感を高

め、自治的活動をとおして

、よりよい生活や人間関係

を築こうとする自主的・実

践的な生徒の育成に努め

る。 

 「協働力」  

「実践力」  

 

 

 

①本校の教育の柱である「部活動」の充実により、仲間と協働し、心

身の成長を図り、自治的に活動をすすめる態度を育成する。 

②生徒会活動やホームルーム活動の充実により、各場面におけるリー

ダーを養成するとともに、自治的な活動ができる生徒を育成する。 

❶年間・月間計画の周知徹底を図り、本校の

部活動ガイドラインと部活動実績を公表す

る。また、外部評価(保護者と生徒へのアン

ケート）における「部活動をとおして心身

の成長があった」についての項目が80％以

上を継続する。  

❷外部評価 (保護者と生徒へのアンケート）に

おける「生徒会活動が活発である」につい

ての項目が70％以上を目標とする。  



６ 保健指導は、健康の生き

るための知恵と実践力を

養い、心身共に健康的な生

徒の育成に努める。  

 「協働力」  

「実践力」  

①健康に生きるための知恵と実践力を養い、心身共に健康的な生 

徒を育成する。（感染症対策の徹底：ｺﾛﾅ、ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ） 

②安全・防災意識を高め、災害時には、冷静・沈着な行動がとれ 

るようにする。 

③掃除を徹底することにより、「より美しく」環境美化を図る。 

❶❷外部評価(保護者と生徒へのアンケート）

における「安全・衛生面に配慮し、交通事

故等の安全指導をしている」についての項

目が90％以上を目標とする。  

❸外部評価 (保護者と生徒へのアンケート）に

おける「清掃が行き届いており校内がきれ

いである」についての項目が90％以上を目

標とする。 

 


